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は じ め に
中学生の「税についての作文」（令和３年度）において多摩納税貯蓄組合連合会優秀賞を

受賞された立川第九中学校３年生の山岸瑞歩さんの作文「大切な人からの相続を、未来
へ。」を掲載させていただきました。

この作文では、ご家族の相続をきっかけに、その際に発生する相続税の持つ意味について
興味を持ち、未来へ繋ぐ橋渡しとしての税の役割について述べていただいております。

中学生のみなさん全員が学習補助資料に活用できるように、現中学３年生が生まれた平成
19 年度と比較してデータを掲載するとともに、令和２年度の決算数値をもとに税金等の使
いみちなどを解説し、巻末には用語集を掲載した、やさしい財政白書を作成しました。ま
た、市財政の現状と改善が必要な要因を分析するとともに、企業会計の手法を取り入れた財
務書類についても簡潔にまとめております。2022 版の特集ページでは、令和２年度に完成
した若葉台小学校について、完成までの取り組みとその財源を解説しております。令和 2
年度は、新型コロナウイルスにかかる緊急対応などのために、歳入や歳出が前年と比べて
30％以上増額になるなど特別な年となりましたが、そのことについても解説を付け加えて
おります。

“ わたしたちのまち、立川 ”。この立川をより魅力あるまちにするため、本市では、市民
のみなさんの要望にお応えしながら、これまでに様々な事業を展開するとともに、行財政に
かかる改革の取り組みも行っております。

令和４年度は、コロナ禍が新たな段階に移ることを意識しつつ、「つながり」の創出、「ま
ちの元気」の再生、「環境にやさしい未来」の指向、自律した行財政運営の４つの視点を重
視し、市民参画と協働のもと、今後とも、わかりやすい市政の実現を基本に行政運営にあ
たってまいります。やさしい財政白書をより多くの方にご活用いただき、多くのご意見をお
寄せいただくようお願い申し上げます。

令和４年３月
立 川 市 長

立川市公式キャラクター

くるりん
よろしくお願いいたします。



令和３年度　中学生の「税についての作文」
多摩納税貯蓄組合連合会優秀賞

大切な人からの相続を、未来へ。
立川市立立川第九中学校　三年一組　山岸　瑞歩

「おばあちゃんが亡くなった」
突如として母の口から告げられたのは、祖母の訃報。心筋梗塞だそうだ。
すぐさま祖母の家に駆けつけ、悲しみに暮れる間もなく両親は何やら忙しく動きはじめ

た。私は祖母の遺品を整理していたのだが、両親が何を忙しく話しているのかと気になっ
ていたので耳を傾けてみることにした。すると何度も「相続」、「金」、「税金」と、難しそ
うな言葉が多く聞こえた。

一度は難しそうだったので考えるのを止めたが、母がよく口にするようになったので調
べてみることにした。

日本には約五十種類の税金があるらしい。
税金は私たちが生きる上でとても大切なことだ。私は昔、租税教室というものに参加し

たことがあったので「税金」というものは強く脳内に焼きつけられていた。税金という大
きなくくりでは税について学ぶ機会が数多くあったので、今の自分に身近な「相続税」に
ついて考えることにした。
「相続税」とは簡単に言うと、亡くなった人から財産を相続したときにかかる税金だ。

相続した財産の一部を国に納めて、広く社会のために使う、という目的とセットで成立し
ている。

相続税額は相続財産によって変化する。相続税は相続する財産が多ければ多いほど税額
が高くなる仕組みだ。初めこの情報を知ったとき、「お金持ってれば持っているほど税金
をとられるってどうなの」と疑問に思ったが、当然何事にも理由がある。大都市圏では地
価が上昇している。故に相続税の対象となる可能性も上がるのだ。そして決して自分と無
関係ではない。私の場合は亡くなったのが祖母で、自分に直接相続されるわけではなかっ
た。しかし将来的に絶対関わらない保証はない。

2015 年１月に実施された相続税の改正によって、相続税の申告や納税が必要になる世
帯が大幅に増加している。そして平均的な世帯は大抵関わってくるものなのだということ
が深くわかった。

祖母が亡くなったことはとても悲しい。しかしこの機会で多くのことを学んだ。初め
は、家族が亡くなってその遺産を継ぐことは当たり前のことだと思っていた。知識なんて
欠片もなかった私にとって何故税金がとられるのかは不思議だった。しかしこれにも理由
があって、被相続人が払うはずだった「所得税」の代わりに相続人が「相続税」を払う。
つまり税金は決して意味のないものではなかった。

消費税は誰もが日頃から関われるもの。それに対して相続税は人の生の最後の橋渡しで
発生する。何事も無意味なものはない、と考えさせられた。相続は故人の残したものを引
き継ぐこと。私はその大きな遺産を社会のために繋いでいきたいと思った。
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❶財政ってな～に？
1　地方財政
市町村などが仕事を進めていく上で、必要なお金を集めてくること（資金調

達）と、集められたお金をどのように使っていくか（資金配分）を地方財政とい
います。

立川市では、お金がどのように入り、どのように使われているのでしょうか。
この冊子をとおして、わたしたちのまち、立川市の財政を見てみましょう。

1

立 川 市 の 仕 事

市　　　税 国庫・都支出金 市債（借金） 使用料（料金）

●いろいろな所で
●道路、公園
●ごみ処理　など

●あらゆる世代に
●保育所、学校
●介護サービス　など

資　金　調　達

資　金　配　分

これが財政



❶ 財政ってな～に？

2　7 つのお財布
立川市では福祉や教育、施設整備など、広く行われる事業に使うお財布（一

※1
 

般会計）と、特定の目的のための 6 つのお財布（特
※1

別会計・下水道事業会計）
があり、合計 7 つのお財布があります。特定の目的のためのお財布は、生活に
欠かせない下水道や病院にかかるときに必要な国民健康保険、介護サービスを受
けるときに必要な介護保険などの事業を行うために、目的に合わせて使い分けて
います。
●立川市　令和２年度決算　一般会計・特別会計・下水道事業会計

歳入決算額 歳出決算額 収　　支
一般会計 1055 億 3 千万円 989 億 7 千万円 65 億 6 千万円
競輪事業 186 億 5 千万円 184 億 5 千万円 2 億 円

国民健康保険事業 164 億 9 千万円 162 億 1 千万円 2 億 7 千万円
駐車場事業 1 億 1 千万円 9 千万円 1 千万円

介護保険事業 138 億 2 千万円 134 億 8 千万円 3 億 5 千万円
後期高齢者医療事業 41 億 8 千万円 41 億 6 千万円 3 千万円

下水道事業会計 決算額

収益的収支
収入 50 億 1 千万円
支出 44 億 2 千万円

資本的収支
収入 31 億 8 千万円
支出 43 億 4 千万円

一般会計からの繰入状況
●国民健康保険事業� 16 億 1 千万円
●介護保険事業� 22 億 円
●後期高齢者医療事業� 19 億 9 千万円
●下水道事業会計� 18 億 6 千万円

2

特別会計や下水道事業会計のお財布は、 
一般会計のお財布から 
「繰入金（税金）」をもらって、 
やりくりしているんだよ。



❷お金の使いみちをみてみよう　収入編
1　令和２年度一般会計歳入決算の状況
立川市が仕事をするのに必要な収入は、給料などに応じて負担する市民税や資

産価格に応じて負担する固
※2

定資産税などの市
※3

税、国
※4

庫・都支出金、各
※5

種交付金や
市
※6

債（借金）などがあります。令和２年度の歳入決算額は平成 19 年度より
424 億円増えています。これは主に、新型コロナウイルス感染症にかかる緊急
対応などのために、国庫支出金や都支出金の収入が例年より増えたことによるも
ので、前年と比べても 30％以上増加しています。

●令和２年度の歳入
市税� 397.6 億円（37.7％）

諸収入・使用料など� 88.6 億円（ 8.5％）

各種交付金など� 57.5 億円（ 5.4％）

国庫支出金� 369.9 億円（35.0％）

都支出金� 106.7 億円（10.1％）

市債� 35.1 億円（ 3.3％）

●平成19年度の歳入
市税� 379.0 億円（60.0％）

諸収入・使用料など� 56.7 億円（ 9.0％）

各種交付金など� 39.1 億円（ 6.2％）

国庫支出金� 83.9 億円（13.3％）

都支出金� 52.4 億円（ 8.3％）

市債� 20.1 億円（ 3.2％）

総　額
1,055.3億円

市税
397.6億円
（37.7%）

国庫支出金
369.9億円
（35.0%）

都支出金
106.7億円
（10.1%）

市債
35.1億円
（3.3%）

各種交付金など
57.5億円
（5.4%）

諸収入・
使用料など
88.6億円
（8.5%）

56.7
9.0

諸収入・
使用料など
56.7億円
（9.0%）

総　額
631.3億円

市税
379.0億円
（60.0%）

国庫支出金
83.9億円
（13.3%）

都支出金
52.4億円
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❷ お金の使いみちをみてみよう　収入編

2　市税収入
立川市の収入の約４割は市税収入です。この市税収入のなかで最も多いのは固

定資産税です。次いで個
※7

人市民税、法
※8

人市民税、都
※2

市計画税の順になっていま
す。個人市民税や法人市民税は景気の変動に左右されやすいものです。都市計画
税はまちづくりのために使われる、目的をもったものです。市税収入は、令和２
年度は平成 19 年度より 19 億円増えています。このうち固定資産税は 30 億
円、個人市民税は 11 億円増えていますが、法人市民税が 27 億円減っています。

●市税収入額の推移
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❷ お金の使いみちをみてみよう　収入編

3　収益事業収入
立川市には競技用自転車でレースをする競輪事業があります。昭和 26 年度の

たちかわ競輪開設以来、一般会計などは競輪事業から令和２年度までに 1,330
億円を越える収益を繰り入れました。ピークの平成元年度には 78 億円もの繰り
入れがありました。その収入は、柴崎市民体育館や総合福祉センター、中央図書
館の建設、また、ごみ処理施設や立川駅南北駅前の整備など、立川のまちづくり
のために使われてきました。平成 19 年度において、一般会計には 1 年間で 1
千万円の繰り入れがありましたが、令和２年度は２億円の繰り入れとなっていま
す。

●収益事業収入の推移
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競輪事業からの繰り入れは�
新清掃工場「クリーンセンター」の�
整備にも使われているんだ。



❸お金の使いみちをみてみよう　支出編
1　令和２年度一般会計歳出決算の状況（目的別の支出）
立川市の令和２年度の支出は福祉関係にかかる経費の「民生費」が約４割を占

めており、平成 19 年度と比べると 139 億円増えています。令和２年度は、臨
時給付金（「民生費」や「総務費」などに含まれます）、ワクチン接種費用（「衛
生費」に含まれます）、中小事業者への支援（「商工費」に含まれます）などの、
新型コロナウイルス感染症の緊急対応のために、前年と比べて 30％以上増加し
ています。

●令和２年度の歳出
議会費� 4.4 億円（ 0.4％）
総務費� 303.9 億円（30.7％）
民生費� 388.0 億円（39.2％）
衛生費� 61.4 億円（ 6.2％）
労働・農林・商工費� 11.5 億円（ 1.3％）
土木費� 43.9 億円（ 4.4％）
消防費� 22.1 億円（ 2.2％）
教育費� 126.8 億円（12.8％）
公債費� 27.6 億円（ 2.8％）

●平成19年度の歳出
議会費� 4.5 億円（ 0.7％）
総務費� 92.3 億円（15.0％）
民生費� 248.7 億円（40.5％）
衛生費� 41.4 億円（ 6.7％）
労働・農林・商工費� 13.0 億円（ 2.1％）
土木費� 53.3 億円（ 8.7％）
消防費� 21.7 億円（ 3.6％）
教育費� 87.7 億円（14.3％）
公債費� 51.6 億円（ 8.4％）

民生費
388.0億円
（39.2%）

総務費
303.9億円
（30.7%）

消防費
22.1億円
（2.2%） 教育費

126.8億円
（12.8%）

公債費
27.6億円
（2.8%）

議会費
4.4億円
（0.4%）

土木費
43.9億円
（4.4%）

衛生費
61.4億円
（6.2%）

労働・農林
・商工費
11.5億円
（1.3%）

総　額
989.7億円

民生費
248.7億円
（40.5%）

総務費
92.3億円
（15.0%）

消防費
21.7億円
（3.6%）

教育費
87.7億円
（14.3%）

公債費
51.6億円
（8.4%）

議会費
4.5億円
（0.7%）

土木費
53.3億円
（8.7%）

衛生費
41.4億円
（6.7%）

労働・農林
・商工費
13.0億円
（2.1%）

総　額
614.2億円
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❸ お金の使いみちをみてみよう　支出編


2　目的別の支出を 1万円札にたとえると
支出はサービスの「目

※9
的」によって分類することができます。市議会の運営な

どの「議会費」、住民票の交付などの「総務費」、福祉関係の「民生費」、予防接
種やごみの処分などの「衛生費」、仕事に関する支援などの「労働費」、農業振興
などの「農林費」、商業・工業などの「商工費」、道路や公園の整備などの「土木
費」、消防や防災の「消防費」、小・中学校や図書館などの「教育費」、借金の返
済の「公債費」があります。

7

議会費������������ 40円 民生費������� 3,920円総務費������� 3,070円

衛生費���������� 620円 土木費���������� 440円労働・農林・商工費�� 130円

消防費���������� 220円 公債費���������� 280円教育費������� 1,280円

歳出合計　10,000円



❸ お金の使いみちをみてみよう　支出編


3　性質別の支出
支出は経費の「性

※9
質」によっても分類することができます。職員の給料などの

「人件費」、生活保護費や障害者福祉、児童手当などの「扶助費」、道路・公園な
どの整備にかかる「投資的経費」、借金返済のための「公債費」などに分けられ
ます。このうち自由に削減することができない経費（人件費、扶助費、公債費）
を「義務的経費」といいます。

令和 2 年度に行った新型コロナウイルス感染症への緊急対応のための支出は、
ワクチン接種費用が「物件費」に、臨時給付金が「補助費等」に含まれています。

●令和２年度の歳出
人件費� 110.2 億円（11.1％）
扶助費� 268.4 億円（27.1％）
公債費� 27.6 億円（ 2.8％）
物件費� 120.8 億円（12.2％）
維持補修費� 8.2 億円（ 0.8％）
補助費等� 286.7 億円（29.0％）
積立金・出資金等� 24.6 億円（ 2.5％）
繰出金� 57.9 億円（ 5.9％）
投資的経費� 85.4 億円（ 8.6％）

●平成19年度の歳出
人件費� 129.0 億円（21.0％）
扶助費� 151.7 億円（24.7％）
公債費� 50.4 億円（ 8.2％）
物件費� 79.4 億円（12.9％）
維持補修費� 5.4 億円（ 0.9％）
補助費等� 51.1 億円（ 8.3％）
積立金・出資金等� 15.9 億円（ 2.6％）
繰出金� 68.1 億円（11.1％）
投資的経費� 63.3 億円（10.3％）

扶助費
268.4億円
（27.1%）

扶助費
268.4億円
（27.1%）

人件費
110.2億円
（11.1%）
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（2.5%）
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（2.5%）

繰出金
57.9億円
（5.9%）

繰出金
57.9億円
（5.9%）

投資的経費
85.4億円
（8.6%）

投資的経費
85.4億円
（8.6%）

維持補修費
8.2億円
（0.8%）

維持補修費
8.2億円
（0.8%）

公債費
27.6億円
（2.8%）

公債費
27.6億円
（2.8%）

物件費
120.8億円
（12.2%）

物件費
120.8億円
（12.2%）

総　額
989.7億円

扶助費
151.7億円
（24.7%）

扶助費
151.7億円
（24.7%）

人件費
129.0億円
（21.0%）

人件費
129.0億円
（21.0%）

補助費等
51.1億円
（8.3%）

補助費等
51.1億円
（8.3%）

積立金・出資金等
15.9億円
（2.6%）

積立金・出資金等
15.9億円
（2.6%）

繰出金
68.1億円
（11.1%）

繰出金
68.1億円
（11.1%）

投資的経費
63.3億円
（10.3%）

投資的経費
63.3億円
（10.3%）

維持補修費
5.4億円
（0.9%）

維持補修費
5.4億円
（0.9%） 公債費

50.4億円
（8.2%）

公債費
50.4億円
（8.2%）

物件費
79.4億円
（12.9%）

物件費
79.4億円
（12.9%）

総　額
614.2億円
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❸ お金の使いみちをみてみよう　支出編


4　人件費と職員数
令和２年度の職員給は、平成 19 年度の水準と比べ 27％程度低くなっていま

す。職員数は令和２年 4 月 1 日現在 975 人（普通会計職員数）で、行財政改革
の取り組みにより減っています。人口 1 万人あたりの職員数は 53 人で、施設の
整備状況などが自治体によって異なりますので単純な比較はできませんが、多摩
地域の類

※10
似都市よりも多い状態が続いています。

●人件費の推移

●令和２年度　類似都市の職員数比較（普通会計職員数）

（注）　普通会計とは地方財政統計上統一的に用いられる区分で、財政比較時などに用いられます。
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❸ お金の使いみちをみてみよう　支出編


5　社会保障関係経費
生活保護費や障害者福祉、児童手当などの「扶助費」と、一般会計から国民健

康保険事業会計や介護保険事業会計などへの「繰出金」を合わせた、いわゆる
「社会保障関係経費」と呼ばれる分野にあてた税金等（一

※11
般財源）は、平成 19

年度では 85 億円でしたが、令和２年度では 110 億円に達しています。
この間の市税収入は、平成 19 年度に比べ令和２年度は 5％増の 398 億円で

あるのに対し、社会保障関係経費は 30％増の 110 億円と大幅な伸びとなって
います。

●社会保障関係経費と市税収入の推移

●平成19年度を100とした場合の伸び率の比較
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❸ お金の使いみちをみてみよう　支出編


6　物件費の推移
物件費には郵便料などの役務費、日常的に消費する物品などを購入する経費の

需用費や備品購入費、事業を民間委託する場合の委託料などがあります。
立川市では行財政改革の取り組みにより、学校給食共同調理場へＰ

※12
ＦＩ手法に

よる運営を導入したり、指
※13

定管理者制度による施設の維持管理業務の民間委託を
進めてきたことから、物件費は、令和２年度は平成 19 年度と比べて 52％増の
121 億円となりました。

●物件費および物件費のうち毎年支払いが必要な需用費・委託料の推移
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11

施設を維持管理する業務を民間
の事業者に委託することで、人件
費の減少につながるんだよ。



❸ お金の使いみちをみてみよう　支出編


7　投資的経費の推移
長期間に及ぶ立川駅南北のまちづくりにより、財政規模がふくらみ、多額の市

債（借金）の発行がありました。同時に、市税収入の伸び悩みや競輪事業の収益
が減ったため、市の貯金である基金を取り崩して対応してきました。現在は、立
川駅南北のまちづくりが落ちついてきた一方で、公共施設の老朽化へ対応するた
めの経費が増えてきています。投資的経費の総額は、令和２年度は平成 19 年度
と比べて 35％増の 85 億円となりました。

●歳出決算額と投資的経費の推移
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みんなが通っている学校を
建て替えたり直したりする
工事が増えてきたよ。



❹借金と貯金（将来にわたる財政負担）
1　市の借金
これまで、道路や公園の整備などのまちづくりを進めてきたほか、時代の要請

や市民の要望に応えて市民利用施設やごみ処理施設などを整備し、多くのお金を
借り入れ（「市債」の発行）、市民生活の向上に努めてきました。近年は施設の更
新にお金の借り入れを利用しており、「市債残高」は、平成 19 年度には 372 億
円だったのが、令和２年度は 244 億円となっています。

●市債残高の推移

●令和２年度　市債残高の状況
項　　　目 金　　　額 構成比

立川駅南北周辺まちづくりなど 10 億 9,100 万円 4.5%
小・中学校の校舎・体育館などの整備 131 億 6,700 万円 54.0%
ごみ処理施設などの整備 6 億 7,000 万円 2.7%
市営住宅の整備 3 億 1,800 万円 1.3%
保育園、児童館など民生施設の整備 3 億 6,100 万円 1.5%
体育館、八ヶ岳山荘など社会教育施設の整備 6 億 5,700 万円 2.7%
公園整備 6 億 1,100 万円 2.5%
道路整備など 21 億 1,900 万円 8.7%
駐輪場や庁舎等の整備 26 億 3,500 万円 10.8%
減税補てん債・減収補てん債 5 億 1,100 万円 2.1%
臨時財政対策債 22 億 4,600 万円 9.2%

合　　　計 243 億 8,600 万円 100.0%

元
金
償
還
と
借
入
額
（
百
万
円
）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

R2H31H30H29H19

元金償還 市債残高借入額

市
債
残
高
（
百
万
円
）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

37,23237,232

26,46426,464
24,70824,708 23,52423,524 24,38624,3864,303

2,013
3,823

1,040

3,899

2,143

3,549 3,508
2,365 2,646

13



❹ 借金と貯金（将来にわたる財政負担）

2　借金の返済
福祉や環境、教育、まちづくりなど広範囲にわたり必要性の高い施設の整備を

進め、その財源の一部として、多額の市債の発行（借金）を行ってきました。こ
の結果、市債残高と毎年の公債費（元金と利子の返済額）も伸びましたが、まち
づくりが落ち着いたことなどによる市債残高の減少に伴い、公債費も少なくなる
傾向にあり、令和２年度には 28 億円となりました。

●市債残高と公債費の推移
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市債（借金）で建物などを
整備することで、いま施設を
使う人と将来施設を使う人が
それぞれ整備費用を負担する
ようにしているんだよ。



❹ 借金と貯金（将来にわたる財政負担）

3　債務負担行為による将来の負担額
指定管理者の運営費や施設整備運営の複数年契約など「債

※14
務負担行為による翌

年度以降の支出予定額」は、平成 19 年度には 163 億円ありましたが、新清掃
工場整備運営等の影響により、令和２年度は 303 億円となっています。

この結果、「市債残高」、「債務負担行為による翌年度以降の支出予定額」を合
わせた市の借金額（債務残高）は、平成 19 年度末では 536 億円ありました
が、令和２年度末で 547 億円となっています。

●債務負担行為による翌年度以降の支出予定額の推移

●債務残高の推移
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❹ 借金と貯金（将来にわたる財政負担）

4　市の貯金
立川市では経済の不況等により大幅に税収が減ったり、災害の発生等により思

わぬ支出が増えたりする場合には、貯金を取り崩し対応しています。安定した財
政運営のため、市の貯金として「財政調整基金」と競輪事業のための「競輪事業
財政調整基金」を積み立てています。また、施設整備のための貯金として、「公
共施設整備基金」を積み立てています。「財政調整基金」は新型コロナウイルス
感染症にかかる緊急対応のために、令和 2 年度に 10 億円を取り崩しました。

●基金残高の推移

●基金取崩額の推移
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❺立川市のやりくりは？
１　「入ったお金」と「出たお金」のバランスは？
収入から支出を差し引き、さらに翌年度に繰り越すべきお金（未完成の工事代

金などすでに支払いが決まっているもの）を差し引いたものを「実質収支」とい
います。「実質収支」の額が、その地方公共団体の標準的な市税などの一般財源
（「標

※15
準財政規模」といいます）に対してどのくらいかを示す割合を「実質収支

比率」といいます。

●歳入歳出総額と実質収支比率の推移
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「実質収支」がマイナスだったりプラスが小さ
すぎたりすると、お金のやりくりに困っちゃうけ
ど、プラスが大きすぎても入ったお金にみあった
サービスができていないことになるんだ。だから
バランス（＝「実質収支比率」）が大切なんだよ。



❺ 立川市のやりくりは？

2　自由に使えるお金はどのくらい？
「経常収支比率」とは毎年入ってくるお金に対して、毎年必ず支払うお金がど

のくらいの割合なのかを示すものです。家計に例えると、食費や家賃、住宅ロー
ンの返済など決まって支払わなければならない経費の割合が、給料に対してどの
くらいあるか見たものです。この比率が 100％を超えると、毎月の収入で毎月
の生活費のやりくりができない状況が続き、貯金の引き出しなどを生活費の一部
にあてている状況といえます。

●経常収支比率の推移

●令和２年度　立川市と類似都市の項目別経常収支比率比較
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❺ 立川市のやりくりは？

3　借金の返済にかかる指標
大規模な建設事業などの財源として、市債（借金）は必要なものです。しか

し、市債は借金なので、これを返済していかなければなりません。過度の借り入
れは将来の負担が大きくなることから、その限度をどの程度にするかが重要なポ
イントとなります。その目安として、次のような指標が使われています。

実質公債費比率 18％を上回ると市債が許可制に。立川市は1.8％
収入に対する借金返済費用の占める割合を示すものです。市町村が借金をしすぎないよ

うに、基準が決められています。

公債費負担比率 15％で警戒ライン・20％で危険ライン。立川市は5.1％
一般財源のうち、借金の返済額にあてられた割合を示す指標です。借金の返済額が増加

すれば、この比率は上昇し、財政を圧迫することになります。

●公債費にかかる指標の推移
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❺ 立川市のやりくりは？

4　市民 1 人あたりの収入・支出
令和２年度決算を市民 1 人あたりにしてみると、歳入額は 571,471 円で、そ

のうち市税が 215,296 円、市債（借金）が 18,999 円となっています。その他
には、各種交付金、国庫・都支出金などがあり、337,176 円となっています。
歳出額は 535,938 円で、そのうち子育てや社会福祉に使われる民生費が
210,089 円と一番多くなっています。

●令和２年度　市民１人あたりの歳入

●令和２年度　市民１人あたりの歳出

●令和２年度　市民１人あたりの市の借金や預貯金など
市債残高（借金） 債務負担行為の後年度負担額（ローン） 財政調整基金（貯金）
13万 2千円 16万 4千円 5万 6千円

（注）　令和 3年 4月 1日現在の人口 184,661 人で算出しています。
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❺ 立川市のやりくりは？

5　立川さんちの家計簿
立川市の令和２年度決算を家庭に例えてみました。

立川さんの令和 2 年度 1 年間の収入は 1,055.3 万円で、支出は 989.7 万円
でした。

収入面では、給与 ( 市税 ) は減りましたが、賞与 ( 国庫・都支出金 ) や株の配
当金など ( 各種交付金など ) の増加により、稼ぎの計は去年から 237 万円増え
ました。

支出面では、自治会費など ( 補助費等 ) や自宅などの大きな修繕 ( 投資的経
費 ) の支払いが増えたことにより支出合計は 233 万円増えました。

1 年を通して、なんとか貯金残高を増やし、借金を減らすことはできました
が、収束しない流行病や新しい建物の建設 ( 新清掃工場「クリーンセンター」や
新学校給食共同調理場 ) への対応、景気が悪くなったときのことを考えると、今
後も苦しいやりくりが続きそうです。

貯金残高 262.9 万円

借金・ローン残高 547.0 万円

収　　入

市税（給与） 397.6 万円

諸収入・使用料など
（アルバイト収入） 88.6 万円 

各種交付金など
（株の配当金など） 57.5 万円 

国庫・都支出金
（賞与） 476.5 万円 

稼ぎの計 1020.2 万円 

市債（借金） 35.1 万円 

合　計 1055.3 万円 

支　　出

人件費（生活費） 110.2 万円

扶助費
（学費、医療費など） 268.4 万円

公債費（借金の返済） 27.6 万円

投資的経費
（自宅などの大きな修繕） 85.4 万円

物件費（消耗品など） 120.8 万円

維持補修費
（自宅などの軽微な修繕） 8.2 万円

補助費等
（自治会費など） 286.7 万円

繰出金（仕送り） 57.8 万円

積立金・貸付金等
（貯金など） 24.6 万円

合　計 989.7 万円
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❺ 立川市のやりくりは？

6　立川市の財政って健全？
財政の健全性は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、以下

の指標で判断します。指標ごとに早期健全化基準（イエローカード）と財政再生
基準（レッドカード）が決められています。一つでも基準をこえると、財政状況
改善のための計画を作成し、取り組むなどの努力が必要になります。

実質赤字比率
一般会計等（立川市では一般会計が該当）における実質赤字額の標準財政規模に対
する割合です。赤字が年間収入に対してどのくらいの割合になるかを表します。
連結実質赤字比率
全ての会計における実質赤字額の標準財政規模に対する割合です。赤字の合計が年
間収入に対してどのくらいの割合になるかを表します。
実質公債費比率
一般会計等が負担する借入金の元利償還金やこれに準ずる償還金などの標準財政規
模に対する割合です。年間収入のうち、どのくらいを借金の返済にあてているかを表
します。
将来負担比率
一般会計等が負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合です。将来見込
まれる借金などの負債が年間収入の何年分にあたるかを表したものです。
資金不足比率
公営企業（立川市では下水道事業会計が該当）における資金不足額の事業規模に対
する割合です。公営企業会計における実質赤字比率に相当します。

●立川市の指標数値
市の財政の健全性を表す指標数値は、いずれも基準を下回っていて、健全な財政運営を

行っていることがわかります。今後も引き続き、適正な財政運営に努めていきます。
（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率
立川市の指標
（令和２年度決算） － － 1.8 － －

東京都市平均 － － 0.8 － －

早期健全化基準
（イエローカード） 11.41 16.41 25.0 350.0 20.0

財政再生基準
（レッドカード） 20.0 30.0 35.0

（注）　１．実質赤字額や連結実質赤字額等がない場合は、「－」と表記しています。
２．実質赤字比率と連結実質赤字比率の早期健全化基準は市町村の財政規模に応じて異なります。
３．資金不足比率については早期健全化基準を経営健全化基準に読み替えることとします。
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❻財務書類でみる立川市の財政状況
官庁会計（単式簿記・現金主義）で決算するほかに、民間企業が採用する会計

制度（複式簿記・発生主義）にならって財務書類を作成することにより、官庁会
計では示せなかった立川市の財政状況（一般会計）をみることができるようにな
りました。令和２年度決算の財務書類から立川市の財政状況をみてみましょう。
（注）　官庁会計と集計の仕方が異なりますので、同じ名称の項目でも金額が異なる場合があります。

●貸借対照表（バランスシート）
貸借対照表は、年度末時点で立川市がどのくらい資産と負債をもっているか、また、資

産をどのように取得したかを表しています。

資産の部
1. 固定資産
（1）有形固定資産等� 2,594 億円
（2）投資その他の資産� 194 億円

投資及び出資金� 14 億円
長期貸付金� 17 億円
基金� 159 億円
長期延滞債権� 7 億円
投資損失引当金ほか� △ 3億円

2. 流動資産
（1）現金預金� 67 億円★
（2）財政調整基金� 103 億円
（3）未収金ほか� 7 億円
資産合計� 2,965 億円

負債の部
1. 固定負債
（1）地方債� 217 億円
（2）退職手当引当金ほか� 102 億円
2. 流動負債
（1）1年内償還予定地方債� 27 億円
（2）賞与引当金ほか� 12 億円
負債合計� 358 億円

純資産の部

純資産合計（資産－負債）� 2,607 億円 ★★
負債・純資産合計� 2,965 億円

立川市の資産は 2,965 億円、資産の取得にあたって地方債など将来の負担として残っ
ている分（負債）が 358 億円、市税や国・都の補助金などによって負担した分（純資
産）が 2,607 億円であることがわかります。

負債
358億円

負債とは、地方債など
将来世代が負担する分です

資産とは、道路、学校、公園、
備品、現金預金等です

純資産とは、市税や国・都か
らの補助金などで、現在まで
の世代が負担した分です

2,607
純資産
2,607億円

資産
2,965億円
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❻ 財務書類でみる立川市の財政状況

●純資産変動計算書
純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産が 1 年間でどのように増減したかを表しています。

期首純資産残高� 2,553億円
純行政コスト� △891億円
税収等� 463億円
国都等補助金� 476億円
その他� 6億円

期末純資産残高� 2,607 億円

期首（年度のはじめ）には純資産の残高は 2,553 億円でしたが、行政サービスの費用
（純行政コスト）として 891 億円支出し、税収や国・都からの補助金等 945 億円収入し
た結果、期末（年度のおわり）において純資産の残高が 2,607 億円となりました。

●行政コスト計算書
行政コスト計算書は、経常的な行政サービスの費用（経常行政コスト）の内訳とそれを

どのような収入でまかなったかを表すものです。
経常行政コスト�
人件費等� 112億円
物件費等� 249億円
社会保障費・補助金等� 533億円
その他� 11億円

経常収益� 18 億円

純経常行政コスト（差引）� 887 億円
臨時損失（資産除売却損など）� 4億円臨時利益（資産売却益）
純行政コスト� 891 億円

行政サービス提供のために、905 億円（人件費等 112 億円、物件費等 249 億円、社会
保障費や補助金の給付金等 533 億円、その他 11 億円）支出しました。このうち、18 億
円は行政サービスの受益者からいただき、残りの 887 億円は市税や国・都からの補助金
などでまかないました。

期首純資産
残　高

2,553億円

期末純資産
残　高

2,607億円1,662億円

その他
国都等補助金

税収等
945億円純行政コスト

△891億円

純経常
行政コスト
887億円

市税や国・都か
らの補助金など
でまかなった分

受益者の負担分

経常収益
18億円

経常行政
コスト
905億円
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945億円

905億円
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❻ 財務書類でみる立川市の財政状況

市民１人あたりの純経常行政コスト
純経常行政コストを人口（令和 3 年 4 月 1 日現在 184,661 人）で割った市

民 1 人あたりの行政コストは 48 万円でした。

行政サービスの受益者負担について
経常収益は、体育館や自転車駐車場、ごみの処理などの行政サービスにかかる

使用料や手数料など受益者負担の総額で、令和２年度は 18 億円でした。
経常行政コストに対する経常収益の割合を受益者負担比率と言い、平成 31 年

度は 3.1％で、２年度は 2.0％でした。

●資金収支計算書
資金収支計算書は、貸借対照表の歳計現金を「業務活動収支」、「投資活動収

支」、「財務活動収支」の 3 つにわけ、歳計現金の増減の内訳を示したもので
す。歳計現金とは、国や地方公共団体の歳入・歳出に属する現金のことで、官庁
会計（現金ベース）で作成した立川市の決算書の歳入から歳出を差引いた金額と
一致します。

「業務活動収支」は市政を運営するための毎年の収支、「投資活動収支」は道
路、学校等の整備や基金積み立てなどのための収支、「財務活動収支」は地方債
の償還などのための収支です。
投資活動収支の部では、支出が収入を上回っていますが、資金収支を全体でみ
ると期首の現金残高より期末の現金残高が約15億円増えました。
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業務活動収支の部
支出合計� 870億円
収入合計� 937億円
業務活動収支額� 67億円

当年度歳計現金増減額	� 15億円
期首歳計現金残高� 50億円
期末歳計現金残高� 65億円
期末歳計外現金残高� 2億円
期末現金預金残高� 67億円★

投資活動収支の部
支出合計� 91億円
収入合計� 33億円
投資活動収支額� △58億円

財務活動収支の部
支出合計� 29億円
収入合計� 35億円
財務活動収支額� 6億円



❼数字でみる立川市
立川市内には、いろいろな市の施設があり、多くの方に利用されています。ま

た、様々な事業にも取り組んでいます。これら行政に関するものや立川市に関連
する事柄について、中学 3 年生のみなさんが生まれた頃と比較してみました。

立川市の 1日をみると…
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市 民 相 談

平成19年
10.4件

令和２年
7.6件

立 川 駅（ 乗 車 ）

平成19年
156,143人

令和２年
122,033人

出 　 生

平成19年
4.3人

令和２年
3.4人

婚 　 姻

平成19年
4.9組

令和２年
3.7組

死 　 亡

平成19年
3.5人

令和２年
5.0人

離 　 婚

平成19年
1.5組

令和２年
1.2組

転 　 入

平成19年
29.4人

令和２年
29.5人

ご み（ 総 出 量 ）

平成19年
149.1トン

令和２年
117.2トン

転 　 出

平成19年
27.1人

令和２年
27.1人

火 　 災

平成19年
0.2件

令和２年
0.2件

救 急 出 動

平成19年
29.4件

令和２年
29.4件

交 通 事 故

平成19年
4.1件

令和２年
1.8件

犯 罪 発 生

平成19年
16.1件

令和２年
4.3件

図 書 貸 出

平成19年
4,081.8冊

令和２年
3,467.2冊

参考 	 平成19年		  令和２年

吉祥寺駅	143,932人	 →	 99,319人

国分寺駅	107,910人	→	 78,422人

八王子駅	 82,032人	→	 58,760人



❼ 数字でみる立川市

類似都市と比べてみると…
（令和２年度決算）
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保 育 所 小 学 校

高 齢 者 人 口

	 箇所数	 園児数
立川市	 34	 3,734
類似都市	 48	 4,485

	 学校数	 児童数
立川市	 20	 8,630
類似都市	 23	 12,149

学 童 保 育 所 中 学 校

	 箇所数	 児童数
立川市	 37	 1,843
類似都市	 42	 2,290

	 学校数	 生徒数
立川市	 9	 3,779
類似都市	 11	 5,440

	 65歳以上人口
立川市	 45,506
類似都市	 60,095

みんなの役に
たったかな



❽2022特集　新しい学校を作るのにかかったお金
平成30年4月にけやき台小学校と若葉小学校を統合し、「若葉台小学校」を
設立しました。令和3年4月からは新校舎での教育活動を開始しています。
新しい学校を建設し、引越しが完了するまで、どのようにお金が動いたので
しょうか。振り返って紹介します。
●年度別歳出額
平成28年度　平成 28年度　～事業スタート～

学識者や保護者、地域の方々
で構成された委員会での協議、
説明会などで出た意見を参考に
「新校舎建設マスタープラン」
を策定しました。
平成 29年度　平成 29年度　～若葉小学校校舎への引越し、新校舎の設計がスタート～

平成 30 年度から 3 年間、暫
定的に使用する若葉小学校の校
舎を改修するとともに、仮設校
舎を建設し、引越しを行いまし
た。また、新校舎の設計や、け
やき台小学校の解体工事の準備
を行いました。
平成 30年度　平成 30年度　～若葉台小学校開校、旧けやき台小学校校舎の解体など～

けやき台小学校と若葉小学校
を統合し、若葉台小学校が開校
しました。新校舎の設計 (2 年
目 ) に取り組むとともに、旧け
やき台小学校の解体工事を行い
ました。
平成 31年度　平成 31年度　～新校舎建設工事スタート～

新校舎の建設工事がスタート
しました。

内 容 金 額
新校舎建設マスタープラン策定関係 520 万円
旧学校敷地の測量 485 万円

合 計 1,005 万円

内 容 金 額
新校舎建設工事設計 3,260 万円
けやき台小学校解体工事準備など 2,091 万円
若葉小学校への引越し代など 550 万円
若葉小学校の改修工事 140 万円
その他 ( 消耗品、備品など ) 148 万円

合 計 6,189 万円

内 容 金 額
旧けやき台小学校解体工事など 2 億 2,102 万円
新校舎建設工事設計 7,626 万円
仮設校舎代 4,068 万円
その他 ( 開校式、校歌作曲・編曲など ) 216 万円

合 計 3 億 4,012 万円

内 容 金 額
新校舎建設工事 7 億 2,391 万円
仮設校舎代 4,106 万円

合 計 7 億 6,497 万円

R1.7
新校舎建設工事起工式
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❽ 2022特集　新しい学校を作るのにかかったお金

令和 2年度　令和 2年度　～新校舎建設工事完了、新校舎への引越し～
新校舎の建設工事が完了しま

した。新校舎の事務機器などを
購入するとともに、新校舎への
引越しを行いました。

令和 3年度　令和 3年度　～新校舎の利用開始～
新校舎での教育活動を開始

し、落成式典などを行いました。

●総額
平成 28 年度から令和 3 年度までの 6 年間でかかった経費の総額は 46 億 1,308 万円でし

た。そのうち半分以上は、将来の税金で返済していかなければならない「市債 ( 市の借金 )」で
まかなっています。若葉台小学校は将来にわたって長く使用する施設なので、半分以上は将来
の納税者が支払っていくという考え方です。約５分の１の経費は国や都の補助を活用している
ことも分かります。

税金等（一
※11

般財源）6 億 284 万円のうち、1,478 万円は「森林環境譲与税」です。森林環境
譲与税とは「木材利用の促進のための費用などに使う
こと」とされている国からの譲与税です。若葉台小学
校の新校舎には、木の温もりを感じられるよう、様々
な木材を使っていますが、そのうち 3 階図書室の木製
ルーバー設置費用は、この森林環境譲与税でまかなっ
ています。

内 容 金 額
新校舎建設工事など 33 億 6,915 万円
仮設校舎代 3,798 万円
事務機器、備品、消耗品の購入など 1,228 万円
新校舎への引越し代 609 万円

合 計 34 億 2,550 万円

内 容 金 額
不要備品の廃棄 660 万円
仮設校舎代 345 万円
落成式典代 50 万円

合 計 1,055 万円

R3.2
工事完了

R3.4
落成式典
の様子

3階図書室の
木製ルーバー

※令和 3年度は予算額

総　額
46億1,308万円

その他
2,260万円
（0.5%）

税金等
（一般財源）
6億284万円
（13.1%）

国庫支出金
3億748万円
（6.7%）

基金からの取崩し
2億円
（4.3%）

都支出金
7億2,186万円
（15.6%）

市債
27億5,830万円
（59.8%）
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❾用語説明
1．一般会計・特別会計・下水道事業会計
「一般会計」は、市税などを財源として、福祉や教育、文
化、公共事業など行政運営の基本的な経費を計上している
会計です。これに対して、公共料金や利用料など独自の収
入をもって特定の支出に充てるため、一般の歳入歳出と区
分し独立した会計として整理しているものを「特別会計」
といいます。「特別会計」の中にも、民間企業と似た経理
を行っている「下水道事業会計」があります。

2．固定資産税と都市計画税
「固定資産税」は土地、家屋などの所有者に対し、その固
定資産の価格をもとに算定される税額をその固定資産の所
在する市町村が課税する税金です。「都市計画税」は、都
市計画事業や土地区画整理事業に必要な費用の一部を負担
していただくためのもので、市街化区域内の土地、家屋を
対象に課税します。

3．市税（地方税）
住民が地方公共団体に納める税金で、地方公共団体が自主的
に使える財源（自主財源）として財政運営を行っていく上で
の貴重な収入となっています。不足すると、歳出を切りつめ
たり、基金（貯金）を取り崩したりすることになります。

4．国庫・都支出金
国（都）が市町村に対し、行政を行うために必要な経費の
財源に充てるため支出するものです。法律に基づき、市町
村に事務の執行を義務付け、その経費の一定割合を負担す
る「負担金」と、政策的に施策の実施を奨励する場合に支
出する「補助金」、本来は国（都）が行うべき事務を、市
町村に行わせるほうが効率的であるということから、それ
らを委託し、それに要する経費を交付する「委託金」に分
類されます。

5. 各種交付金について
内訳を見ますと、令和２年度の立川市の場合、地方消費税
交付金 41億 5千万円、地方譲与税２億 8千万円、法人
事業税交付金 3億円、環境性能割交付金 5千万円、利子
割交付金 4千万円、地方特例交付金 2億 1千万円、自衛
隊立川駐屯地等にかかる交付金 2億 4千万円、地方交付
税交付金 2千万円などとなっています。そのうち、地方
交付税交付金は地方税収入の不均衡を是正する目的で、国
が交付するお金で、普通交付税と特別交付税があります。
立川市では、過去に普通交付税が交付されていた時期もあ
りましたが、現在は交付されていないため、他市に比べて
地方交付税交付金の割合は低くなっています。

6. 市債（地方債）
地方公共団体の借金にあたるもので、土地の購入や建物の
建設などを行うにあたり、財源の不足を地方債の発行によ

り補っています。
7．個人市民税
給与、商店経営による売上げ、アパート等の賃貸料、株式
等の譲渡益などの所得に対して課される税であり、原則と
して住所地で課税されるものです。税制改正や景気の動
向、雇用情勢に影響されやすい税金です。

8．法人市民税
法人の所得等に応じて課される税であり、市内に事務所、
事業所又は寮等をもつ法人に課税されるものです。景気や
企業収益の動向に影響されやすい税金です。

9．目的別歳出と性質別歳出の考え方
「市立保育園保育士の給料」で例えた場合、目的別で考え
ると「子どもの保育、福祉のため」のお金なので民生費に
該当します。性質別で考えると「職員の給料」のお金なの
で人件費にあたります。使われたお金が「福祉のためなの
か、教育のためなのか」のように目的に着目したものが
「目的別歳出」です。一方で「物品の購入なのか、職員の
給料なのか」のように経済的性質に着目したものが「性質
別歳出」です。

目的別歳出
（1）議会費　　市議会の運営などにかかる経費です。
（2）総務費　　庁舎の維持管理、住民票の交付、交通安
全、自転車対策、選挙などにかかる経費です。
（3）民生費　　保育園や児童館、学童保育所の施設、子育
て・青少年、生活に困っている方、心身に障害がある方、
高齢者にかかることなど、主に福祉関係にかかる経費です。
（4）衛生費　　各種の健康診査や検診、予防接種などの健
康事業や斎場、環境対策、ごみ収集と処理などにかかる経
費です。
（5）労働費　　仕事に関する支援などにかかる経費です。
（6）農林費　　農業の振興などにかかる経費です。
（7）商工費　　商業・工業の振興や消費生活、観光などに
かかる経費です。
（8）土木費　　道路や公園、市営住宅の整備、まちづくり
などにかかる経費です。
（9）消防費　　消防、防災にかかる経費です。
（10）教育費　　小・中学校や図書館、学習等供用施設、
体育施設、私立幼稚園などにかかる経費です。
（11）公債費　　借金の返済にかかる経費です。

性質別歳出
（1）人件費　　市長や市職員の給料、議員や非常勤職員の
報酬のほか、退職手当などの経費です。
（2）扶助費　　生活保護費、障害者福祉費、児童手当など
の被扶助者への支給や、市独自の各種扶助にかかる経費で
す。「扶助費」は、「人件費」や「公債費」と並んで「義務
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郵 便 は が き

立川市
泉町 1156 番地の 9

立川市長 行
（立川市財務部財政課扱い）

電話（042）523-2111　財務部　財政課
内線：2675

http://www.city.tachikawa.lg.jp/

001
1 9 0 8 7 9 0

的経費」に分類され、任意に削減、圧縮できない経費であ
り、財政構造上からもできる限り構成比が低いことが望ま
しいとされています。
（3）公債費　　「市債」（借金）の元金の返済と利子の支払
いに要する経費です。税収入の不足を補うために発行する
借金を公債といい、このうち、国が発行する借金を国債、
地方公共団体が発行する借金を地方債（市が発行する借金
を市債）といいます。
（4）物件費　　一般的には、旅費、物品の購入費、郵便料
などの役務費、施設維持管理の委託料など、消費的性質を
持つ経費をいいます。
（5）維持補修費　　道路や公共用施設などを管理するため
の必要な経費です。
（6）補助費等　　市から他の地方公共団体（都、市町村、
一部事務組合など）や民間に対し、行政上の目的により交
付される現金的給付にかかる経費です。東京消防庁への消
防事務委託金や東京たま広域資源循環組合など一部事務組
合への負担金、他団体への補助金などが該当します。
（7）積立金　　財政運営を計画的にするため、または財源
の余裕がある場合に年度間の財源変動に備えて積み立てる
経費です。
（8）投資及び出資金　　財産を有利に運用するための国債
などの取得や公益上の必要性による会社の株式取得などに
要する経費です。
（9）貸付金　　地域住民の福祉増進を図るため、市が直接
あるいは間接的に現金の貸付を行うための経費です。
（10）繰出金　　一般会計、特別会計、下水道事業会計の
間で相互に資金運用するための経費です。
（11）投資的経費　　道路の新設・改良や学校校舎の新
築・改築などのように施設の価値を増加させる事業に使わ
れる経費です。

10. 類似都市
全国の都市を「人口」と「産業構造」で似通ったもの同士
を集め類型化したもので、平成 28年度から立川市は「Ⅳ
－ 3」類型に該当しています。「Ⅳ－ 3」に該当する多摩
地域の類似都市は、立川市、府中市、町田市、小平市、日
野市、西東京市の6市となっています。

11. 一般財源と特定財源
市税や地方消費税交付金など、財源の使い道が特定され
ず、どのような経費にも使うことができるものを「一般財
源」といいます。これに対し、国庫支出金や都支出金な
ど、使い道が限られているものを「特定財源」といいま
す。

12. ＰＦＩ
プライベート・ファイナンス・イニシアチブ（民間資本主
導）の略。公共施設の建設、維持管理、運営を企業などの
民間事業者が担い、自治体がこれらのサービスを購入する
ことで民間のノウハウによって無駄が省かれ、質の高い公
共サービスが提供される仕組みのことをいいます。

13. 指定管理者制度
公の施設の管理・運営を、会社などの団体に、包括的に代
行させる制度のことをいいます。民間のノウハウを取り入
れることで、サービスの向上などにつながります。

14. 債務負担行為
自治体の予算は単一年度で完結するのが原則ですが、大規
模建設工事のように、単年度で終了しないもので、後の年
度においても「負担＝支出」をしなければならない場合
（複数年契約）には、あらかじめ後の年度の支出を約束す
ることを予算で決めておきます。これを債務負担行為とい
います。例えば、建設工事で２年度にわたる工事契約を締
結する場合に、１年度目●●●万円、２年度目▲▲▲万円
として、全体の期間と負担額を確定させ、２年度目の負担
を約束するものです。

15. 標準財政規模
その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる
一般財源の規模を示す指標を「標準財政規模」といいま
す。

差出有効期間
令和5年3月
31日まで
（切手不要）

立川局承認

2376

料金受取人払郵便
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みなさんがチェック！

□ 中学生　　 □ 20歳未満（中学生除く）　 □ 20歳代
□ 30歳代　　□ 40歳代　　□ 50歳代　 　□ 60歳代
□ 70歳代　　□ 80歳代　　□ 90歳以上

立川市やさしい財政白書（2022）は、
お役に立ちましたか？

□役に立った　　□どちらとも言えない

□役に立たなかった

内容や表現などはいかがでしたか？

□とても良い　□まずまず良い　□普通

□むずかしい　□ややむずかしい　□どちらとも言えない

● ご意見などございましたらお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

立川市やさしい財政白書（2022）

発　　　行：令和４年３月

企画・編集：立川市　財務部財政課
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印　　　刷：ぎょうせいデジタル株式会社
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アンケートに
ご協力ください。


